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西
洋
と
中
国
で
栄
え
た
ア
ー
チ
技
術

　

そ
も
そ
も
橋
は
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
起
源
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

目
の
前
に
川
や
谷
が
あ
れ
ば
丸
太
を
渡
す
、
植
物
の

蔓
で
吊
橋
を
つ
く
る
。
そ
う
し
た
も
の
が
橋
の
原
点

で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　

石
橋
は
西
洋
で
発
展
し
ま
し
た
。
石
を
ア
ー
チ
状

に
積
み
上
げ
る
技
術
は
紀
元
前
4
0
0
0
年
ご
ろ

に
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
誕
生
し
、
ギ
リ
シ
ャ
や
エ

ジ
プ
ト
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
ー

チ
技
術
が
飛
躍
的
に
進
化
し
た
の
が
、
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
繁
栄
を
極
め
た
ロ
ー
マ
帝
国
の
時
代
で
し
た
。

彼
ら
は
道
路
橋
や
水
道
橋
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に

築
き
ま
し
た
。
ガ
ー
ル
水
道
橋（
1
世
紀
初
頭
ご
ろ
）

橋
の
歩
み

よ
り
遠
く
へ
、
よ
り
安
全
に

離
れ
た
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
人
や
物
の
往
来
が
生
ま
れ
、

新
た
な
文
化
と
豊
か
さ
が
も
た
ら
さ
れ
る 

│ 

人
類
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
橋
は
、
ど
の
よ
う
に
進
化

し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
歴
史
は
技
術
者
た
ち
の

挑
戦
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。

◉ 

監
修 

藤
野 

陽
三
氏  

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
特
任
教
授

ガール水道橋
南フランスのガール水道橋はローマ時代に築かれた。高さ
49メートル、長さ275メートル。３層の石造アーチで構
成され、上段は水道、中段・下段は人や車が通行できる。
世界文化遺産にも登録。

橋の誕生と発展

橋
の
歩
み

よ
り
遠
く
へ
、
よ
り
安
全
に
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や
セ
ゴ
ビ
ア
水
道
橋（
1
世
紀
末
ご
ろ
）な
ど
、
高
度

な
ア
ー
チ
技
術
を
駆
使
し
た
橋
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
後
、
西
洋
の
ア
ー
チ
技
術
は
一

時
停
滞
し
ま
す
が
、
中
世
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
な
り

再
び
発
展
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
半
円
型
で
あ
っ
た
ア
ー

チ
を
扁
平
に
す
る
こ
と
で
、支
間（
橋
脚
と
橋
脚
の
間
）

を
伸
ば
し
、
さ
ら
に
橋
桁
を
連
ね
る
こ
と
で
よ
り
長

い
橋
を
架
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
橋（
1
3
4
5

年
）、
プ
ラ
ハ
の
カ
レ
ル
橋（
1
4
0
2
年
）な
ど
の

名
橋
が
数
多
く
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
石
橋
だ
け
で

な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ス
イ
ス
な
ど
の
山
岳
地
帯
で

木
造
橋
も
発
展
し
ま
し
た
。
2
0
0
メ
ー
ト
ル
の
長

さ
を
誇
る
屋
根
付
き
の
カ
ペ
ル
橋（
1
3
3
3
年
）な

ど
が
有
名
で
す
。

　

一
方
、
東
洋
で
は
特
に
中
国
で
架
橋
技
術
が
栄
え

ま
し
た
。
古
代
か
ら
桁
橋
や
吊
橋
の
ほ
か
、
煉
瓦
や

石
を
使
っ
た
ア
ー
チ
橋
も
数
多
く
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
存
す
る
中
国
最
古
の
橋
が
趙

ち
ょ
う
し
ゅ
う州

橋（
6
0
0

年
前
後
）。
支
間
37
メ
ー
ト
ル
の
扁
平
型
ア
ー
チ
の

石
橋
で
、
当
時
半
円
型
の
ア
ー
チ
し
か
築
く
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
ロ
ー
マ
の
技
術
を
し
の
い
で
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
最
古
の
橋
は
、﹃
日
本
書
紀
﹄に
記

さ
れ
た「
猪い

か
い
づ

甘
津
の
橋
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
に

囲
ま
れ
た
日
本
で
は
石
橋
で
は
な
く
木
橋
文
化
が
育

ち
、
谷
の
両
側
に
梁
材
を
差
し
込
ん
だ
猿
橋（
山
梨

県
）や
、世
界
で
も
珍
し
い
木
造
ア
ー
チ
の
錦き

ん
た
い帯

橋（
山

口
県
）な
ど
は
そ
の
象
徴
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

日
本
は
西
洋
や
中
国
と
違
い
、
川
の
流
れ
が
急
で
あ

る
た
め
、
増
水
時
に
橋
桁
だ
け
が
外
れ
る「
流
れ
橋
」

や
水
面
下
に
沈
む「
沈
下
橋
」な
ど
、
独
自
の
橋
文
化

が
育
ち
ま
し
た
。

ヴェッキオ橋
イタリア・フィレンツェの石造アーチ橋。洪水で何度も流され、現在の橋は
1345年に再建されたもの。上下２層で２階は宮殿をつなぐ回廊として用い
られた。両側には宝石店などが軒を連ねる。

趙
ちょうしゅう

州橋
安済橋とも言われ、中国・河北省趙県に架かる石造アーチ橋。
建設は600年前後とされ、支間は37メートル。ローマのアー
チ橋より高い技術を誇った。

錦
きんたい

帯橋
1673年完成の、世界でも類を見ない五連の木造アーチ橋。
1950年のキジア台風により流失したが３年後に再建。傷み
が目立つようになり、2001年から「平成の架け替え」が行わ
れた。

©平野暉雄

©平野暉雄

©平野暉雄

橋
に
求
め
ら
れ
る
要
素
は
多
々
あ
る
が
、
そ
れ
を
集
約
す
る
と
頭

文
字
が
Ｅ
で
は
じ
ま
る
3
つ
の
言
葉
で
表
せ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が

Efficient, Econom
ical, Elegant 

。Efficient

は
機

能
的
で
力
学
的
に
も
効
率
的
で
丈
夫
な
構
造
、
す
な
わ
ち
使
い
や

す
く
安
全
と
い
う
意
味
で
あ
り
、Econom

ical

は
文
字
通
り

経
済
的
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
橋
は
土
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
に
な
り
得
る
た
め
、
誰
も
が
洗
練
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、Elegant

も
重
要
な
要
素
と
な
る
。

橋
の
3
つ
の
〝
E
〟

さ
ま
ざ
ま
な
橋
の
種
類

トラス橋 部材を三角形に組み合わせ、
交点を結合した橋

アーチ橋 アーチを使い、重力を圧縮
力に換えている橋

桁橋 最もポピュラーで、２つ以上の
支点に桁を架けた橋

ラーメン橋 橋脚と主桁を結合した
骨組（ラーメン）構造の橋

吊橋 ケーブルやロープなどで桁を引っ
張っている橋

斜張橋 主塔から複数のケーブルを
伸ばして桁を支えている橋

©平野暉雄

Efficient
Economical
Elegant

上
こ う づ や

津屋橋（流れ橋）
1953年、京都・木津川に架けられた「流れ橋」。川が増水す
ると橋桁が浮き、流される設計となっている。ただし、橋桁
は流失しないよう橋脚にワイヤロープでつながれている。
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産
業
革
命
が
橋
を
進
化
さ
せ
た

　

18
世
紀
に
英
国
で
起
こ
っ
た
産
業
革
命
は
、
橋
の

歴
史
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
石
や
木
か

ら
鉄
へ
。
製
鉄
技
術
の
進
歩
で
大
量
の
鉄
が
生
産
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
が
橋
に
も
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

世
界
初
の
鉄
橋
は
英
国
コ
ー
ル
ブ
ル
ッ
ク
デ
イ
ル

に
架
け
ら
れ
た
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ（
1
7
7
9
年
）

で
す
。
鉄
の
ア
ー
チ
で
組
ま
れ
た
美
し
い
姿
は
現
在
、

世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
期
の
鉄
は
鋳
鉄（
い
わ
ゆ
る「
鋳
物
」）で
、
引
張

り
や
曲
げ
な
ど
に
弱
い
と
い
う
弱
点
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
製
鉄
技
術
の
改
良
に
よ
り
、
強
く
加

工
し
や
す
い
錬
鉄
、
鋼は

が
ねへ

と
進
化
し
、
強
度
の
み
な

ら
ず
設
計
に
お
い
て
も
自
由
度
を
増
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

1
8
7
0
年
代
、
ト
ー
マ
ス
転
炉
製
鋼
法
と
呼

ば
れ
る
、
溶
銑
か
ら
不
純
物
を
効
率
よ
く
除
去
で

き
る
技
術
が
発
明
さ
れ
、
品
質
の
よ
い
鋼
が
大
量

生
産
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
鉄
道
の
敷
設
需
要

も
追
い
風
と
な
り
鋼
橋
の
普
及
が
急
激
に
進
み
ま

す
。
世
界
で
初
め
て
鋼
を
本
格
的
に
使
っ
た
米
国

セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
イ
ー
ズ
橋（
1
8
7
4
年
）や
、

19
世
紀
最
大
の
鋼
構
造
物
で
鋼
材
重
量
５
万
ト
ン

を
超
え
る
英
国
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
郊
外
の
フ
ォ
ー
ス

鉄
道
橋（
1
8
9
0
年
）な
ど
が
有
名
で
す
。

　

日
本
で
最
初
の
鉄
橋
は
長
崎
の
く
ろ
が
ね
橋

（
1
8
6
8
年
）。
し
か
し
こ
れ
は
海
外
か
ら
輸
入

さ
れ
た
橋
で
あ
り
、
国
産
第
１
号
は
東
京
の
弾
正

橋
で
す（
1
8
7
8
年
。
現
在
は
移
設
さ
れ
八
幡

橋
と
改
称
）。
東
京
で
は
1
9
2
3
年
の
関
東
大

震
災
に
よ
っ
て
木
橋
か
ら
鋼
橋
へ
の
架
け
替
え
が

鋼橋の時代へ
アイアンブリッジ
世界初の鉄橋で、英国製鉄業発祥の地でもあるコール
ブルックデイルのセバーン川に架かる。鉄や石炭など
の輸送に使われた。1779年完成。世界文化遺産に登録。

フォース鉄道橋
英国エディンバラのフォース湾に架かる鉄道橋。1890年
完成。全長2,528メートル、支間521メートルの歴史的
巨大構造物。スコットランド銀行が発行する20ポンド紙幣
にも描かれている。
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ニューヨークの鋼製高架橋
ニューヨークでは1940年に建設された鋼製の高架橋が、
拡幅を重ねて現在でも使われている。ニューヨーク市交通
局の責任者であるヤネフ技師長は、「あと30年でも40年
でも問題なく使えるだろう」と語っている（写真上が建設当時、
写真下が拡幅後の現在の状態）。

進
み
、
隅
田
川
で
は
永
代
橋
や
清
洲
橋
な
ど
多
く

の
鋼
橋
が
架
け
ら
れ
、
今
も
現
役
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

鋼
材
は「
軽
い（
強
い
）」「
品
質
が
高
い
」「
工
期

が
短
い
」な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
現
在
も
建

設
材
料
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
首
都
高
速
道
路
の
桁
の
ほ
と
ん
ど
は
鋼
桁
で

あ
り
、
柱
も
鋼
製
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
鉄
筋
を
埋
め
込

ん
だ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
Ｒ
Ｃ
）も
橋
の
主
材
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｃ
は
1
8
6
7
年
に
発
明

さ
れ
、
橋
に
も
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
2
8
年
に
は
あ
ら
か
じ
め
鉄
筋
に
張
力
を
与

え
る
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
Ｐ
Ｃ
）工

法
が
実
用
化
。
さ
ら
に
強
度
と
耐
久
性
が
高
ま
り
、

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

永代橋
隅田川に架けられたアーチ橋。関東大震災からの復興の象
徴として雄々しい意匠とされた。

イーズ橋
世界で初めて本格的に鋼材が使われたアーチ橋。1874年、
米国セントルイスのミシシッピ川に架けられた。

桁
橋
、
ア
ー
チ
橋
、
吊
橋
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
る
橋
の
構
造
は〝
Ａ
Ｂ
Ｃ
〟の
３
要
素

で
表
せ
る
と
さ
れ
る
。
Ａ
は A

xial force 

。

ト
ラ
ス
橋
の
よ
う
に
一
本
一
本
の
部
材
に
働
く
、

押
し
た
り
引
い
た
り
す
る
軸
力
の
こ
と
。
Ｂ
は 

B
ending

。
桁
橋
の
よ
う
に
曲
げ
モ
ー
メ
ン

ト
で
車
な
ど
の
荷
重
を
支
持
す
る
と
い
う
意
味
。

Ｃ
は
曲
線
を
意
味
す
る C

urvature 

の
頭
文

字
。
ア
ー
チ
橋
や
吊
橋
の
よ
う
に
、
曲
線
の
部

材
で
重
力
に
抵
抗
す
る
方
法
が
、
長
い
ス
パ
ン

の
橋
で
よ
く
使
わ
れ
る
。

橋
の
〝
Ａ
Ｂ
Ｃ
〟

©平野暉雄

Ａ：Axial force
Ｂ：Bending
Ｃ：Curvature

長
野
県
出
身
。
関
東
大
震
災
後
、
帝
都
復
興
院
の
初
代
橋
梁
課
長

と
し
て
、
復
興
事
業
の
架
橋
に
お
い
て
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
。
海
外

の
新
技
術
を
導
入
し
、
隅
田
川
に
架
か
る
永
代
橋
、
清
洲
橋
な
ど
東

京
の
象
徴
と
し
て
今
も
な
じ
み
の
深
い
数
々
の
名
橋
を
生
み
出
し
て

い
る
。
土
木
学
会
の
田
中
賞
は
氏
の
功
績
を
称
え
て
創
設
さ
れ
た
も

の
で
、橋
梁
・

鋼
構
造
工
学

に
お
け
る
優

秀
な
業
績
に

対
し
て
毎
年

贈
ら
れ
て
い

る
。 数

々
の
名
橋
を
生
み
出
し
た 

日
本
の
橋
梁
の
父

田
中 

豊
（
1
8
8
8
〜
1
9
6
4
）

提供：公益社団法人土木学会

秩父宮殿下に隅田川諸橋梁復旧
工事の説明を言上する田中博士（右）
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技
術
者
た
ち
の
あ
く
な
き
挑
戦

　

鋼
の
誕
生
は
架
橋
技
術
に
進
化
を
も
た
ら
し
ま
し

た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
技
術
者
に
よ
る
長
大
橋
へ
の

挑
戦
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。
橋
に
と
っ
て
大

き
な
技
術
評
価
と
な
る
の
が
支
間
の
長
さ
で
す
。
19

世
紀
の
米
国
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
常
識
を
打
ち
破
る

挑
戦
が
次
々
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
有
名
な
の
が

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
に
よ
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋

（
1
8
8
3
年
）の
建
設
。
4
8
6
メ
ー
ト
ル
と
い
う

当
時
世
界
一
の
支
間
に
挑
戦
し
、
13
年
の
歳
月
を
か

け
親
子
2
代
で
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
20
世
紀
に
入
っ

て
も
長
大
橋
の
主
役
は
米
国
で
、
支
間
1
0
6
7

メ
ー
ト
ル
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
橋（
1
9
3
1

年
）、
同
1
2
8
0
メ
ー
ト
ル
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ゲ
ー

ト
・
ブ
リ
ッ
ジ（
1
9
3
7
年
）と
い
っ
た
長
大
橋
が

続
々
と
竣
工
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
長
大
化
へ
の
道
の
り
は
平
坦

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
に
は
い
く

つ
も
の
痛
ま
し
い
落
橋
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
当
時
世
界
最
長
を
目
指
し
た
カ

ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
橋（
1
9
1
7
年
）は
、
強
度
設
計

の
ミ
ス
に
よ
っ
て
建
設
中
に
２
度
に
わ
た
っ
て
崩
落
。

1
0
0
人
近
く
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
1
9
4
0

年
、
当
時
世
界
３
位
の
支
間
を
誇
っ
た
米
国
・
タ
コ

マ
橋
も
風
に
よ
る
振
動
で
落
橋
。
技
術
者
た
ち
は
そ

う
し
た
悲
劇
を
乗
り
こ
え
、
よ
り
安
全
な
架
橋
技

術
を
模
索
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

日
本
で
の
長
大
橋
の
歴
史
は
欧
米
に
遅
れ
ま
し

た
が
、
戦
後
急
激
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま

す
。
支
間
2
1
6
メ
ー
ト
ル
の
西
海
橋（
1
9
5
5

年
）を
皮
切
り
に
、
同
3
6
7
メ
ー
ト
ル
の
若
戸
大

橋（
1
9
6
2
年
）、
同
8
7
6
メ
ー
ト
ル
の
大
鳴

長大橋時代の幕開け

ゴールデン・ゲート・ブリッジ
米国サンフランシスコ湾に架かる吊橋。支間1,280メートル。
その美しい姿は人々を魅了してやまない。1937年完成。

ハーバー橋
オーストラリア・シドニー湾に架かる鋼アーチ橋。
支間503メートル。オペラハウスと並ぶシドニーの象徴。
1932年完成。
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世
界
で
最
も
有
名
な
橋
の

ひ
と
つ
と
い
え
る
米
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
。

中
央
ス
パ
ン
4
8
6
メ
ー
ト

ル
の
風
格
た
だ
よ
う
吊
橋
を

建
設
し
た
の
が
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー

ブ
リ
ン
グ
だ
。
ド
イ
ツ
移
民

で
あ
る
彼
は
、
米
国
に
渡
っ

た
後
に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
事
業
で
成
功
を
収
め
、
多
く
の
橋
梁
建
設
を
手
が

け
る
。
1
8
6
9
年
、
当
時
世
界
最
長
支
間
と
な
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の

建
設
に
着
手
す
る
が
、
工
事
中
の
ケ
ガ
が
原
因
で
亡
く
な
る
。
息
子
の
ワ

シ
ン
ト
ン
が
そ
の
遺
志
を
引
き
継
い
だ
が
、
彼
も
ま
た
工
事
中
に
潜
函
病

に
か
か
り
障
害
を
負
う
。
す
る
と
今
度
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
妻
の
エ
ミ
リ
ー

が
現
場
を
指
揮
し
、
1
8
8
3
年
に
と
う
と
う
橋
を
完
成
さ
せ
た
。
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
橋
は
今
も
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。

世
界
最
長
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
へ
の
挑
戦

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
（
1
8
0
6
〜
1
8
6
9
）

戸
橋（
1
9
8
5
年
）、
同
1
1
0
0
メ
ー
ト
ル
の

瀬
戸
大
橋（
1
9
8
8
年
）と
次
々
に
長
大
橋
を
架

け
、
1
9
9
8
年
と
う
と
う
世
界
一
と
な
る
支
間

1
9
9
1
メ
ー
ト
ル
の
明
石
海
峡
大
橋
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

こ
の
30
年
、
長
大
橋
は
世
界
各
地
で
つ
く
ら
れ
、

今
も
建
設
計
画
が
世
界
中
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
大
橋
は
自
重
と
の
た
た
か
い
で
あ
り
、
材
料
の
性

能
が
極
め
て
重
要
で
す
。
例
え
ば
現
在
の
３
倍
も
４

倍
も
強
い
鋼
材
が
生
ま
れ
れ
ば
、
長
大
橋
は
さ
ら
に

進
化
を
遂
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
よ
り
遠
く
に
、
よ

り
安
全
な
橋
を
架
け
た
い
。
そ
の
思
い
を
胸
に
技
術

者
た
ち
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

西海橋
長崎県の佐世保市と西海市の間に架かるアーチ橋。支間
216メートル。完成は1955年で日本の長大橋のさきがけ
とされる。

ケベック橋
カナダ・ケベック州のセントローレンス川に架かる鋼トラス橋。
支間549メートル。２度の崩落事故を経て1917年完成。

監
修　

藤
野 

陽
三（
ふ
じ
の
・
よ
う
ぞ
う
）

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
特
任
教
授

１
９
７
６
年
、
カ
ナ
ダ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
大
学
博
士
課
程
修
了
、

D
octor of Philosophy

（Ph.D

）。
東
京
大
学
地
震
研
究
所
、

筑
波
大
学
な
ど
を
経
て
、
90
年
東
京
大
学
工
学
部
教
授
。

２
０
１
３
年
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
橋
梁
の
計
画
・

設
計
。
内
閣
府
政
策
参
与（
総
合
科
学
技
術
会
議
）、
土
木
学

会
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
長
、
国
際
構
造

工
学
会
副
委
員
長
な
ど
多
数
の
要
職
を
務
め
る
。

参
考
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え
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橋
の
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造
と
建
設
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わ
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る
本
』藤
野
陽
三（
ナ
ツ
メ
社
）、

『
橋
の
文
化
誌
』三
浦
基
弘
、
岡
本
義
喬（
雄
山
閣
出
版
）、
Ｈ
Ｐ「
橋
と
文
化

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」長
崎
大
学
松
田
研
究
室（http://w

w
w

.st.nagasaki-u.
ac.jp/ken/m

atsuda/bridge-culture-tech/bridge.htm
l

） 

ほ
か

藤野教授の作品「レインボーブリッジ」

ブルックリン橋

耐
震
・
耐
風
設
計
な
ど
、
日
本

の
高
度
な
構
造
設
計
技
術
や
研

究
開
発
は
、
長
大
橋
に
限
ら
ず

世
界
の
多
く
の
橋
に
活
か
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
2
0
0
0

年
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
英

国
テ
ム
ズ
川
の
ロ
ン
ド
ン
・
ミ
レ

ニ
ア
ム
・
フ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
は
、

開
通
わ
ず
か
３
日
目
に
横
揺
れ

が
原
因
で
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
の

と
き
、
世
界
で
初
め
て
歩
行
者

に
よ
る
橋
の「
同
期
現
象
」を
解

明
し
た
藤
野
教
授
ら
の
研
究
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
制
震
対

策
が
講
じ
ら
れ
、
1
年
後
に
再

開
通
さ
れ
た
。

先
進
的
な
日
本
の
技
術 

│ 

ミ
レ
ニ
ア
ム
ブ
リ
ッ
ジ
の
制
震

©平野暉雄

© Brooklyn Museum Collection
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